























は、ご高承でしょうけれども、東海道新幹線を経営している会社でございまして、正式な名前は「東海旅客鉄道株式会社」と申し す。国鉄が昭和六十二年に分割をされまして、六つの旅客鉄道会社にな したけれども、そのひとつで 本社は 古屋にございます。東京から新大阪までの新幹線、これは全部
JR
東海でございますが、そのほかに米原から熱海までの東海
道線その他八線区、名古屋付近ない は静岡付近の鉄道を経営している会社でございます。お見知りおき いただきますと同時に、なるべく新幹線をご利用いただきますよう、よろしくお願いいたしたい 思います(笑)。
今日は私の父のために、こんな盛大な会合を催していただいてたいへん








最初は、画家ではなく、普通の大学の美学美術史科を卒業してそのまま大学院に進んでおりましたので、学者になろうと思っていたのだろうと思います。私が小学校へ入る前後、電話番号簿に職業欄というのがありますが、父の職業は「 講師」と書いてありました。学校の先生ということですね。それで、「父親は学校の先生だよ」というふうに教えられておりましたので、「洋画家です」と父 職業を言うようになりましたは、小学校の高学年、中学校に入ってからだったように思います おそらく父は自分は学者だと皆に思わせたかったん ろうと思います。それぐらいでございまずから、画家としての父というのを私が認識したのはかなりあとのことだと申し上げた方がいいと思 す。
最初はそんなことで学究生活をしておりまして、大学院に進んで、いろ
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なものがありましたけれども、その中から自分で必要なものはみんな切り抜くんですね。特にそれは動物の生態を写真に撮ったもの、そういうものを非常にたくさん自分で切り抜いてファイルを作っておりました。いつのまにかどこかへ散逸 てしまいましたけれども、なんでそういうことをしているのかと聞いたら、こ は絵 材料だと、絵の勉強材料だって言うんですね。
能面についても私はそうだつたと思います。で、何で能を選んだかとい
うことなんですが、自分が謡曲を三十年くらい稽古しておりましたから非常に興味があった いうことです。したがって能を見たりする機会も多かったと思うのですが、能に行くとどういう動作が から演じら るかということが自分である程度分かっているんですね。そうすると れ予期して写生することができるというこ があったのだと思います。したがって、見所とい のは分かっておった。あ 能面のスケッチ ておりますと、演者の動きを非常に細かくとらえるように努力しております。それはどういうふうに動きが入るか前もって分かっておりま から、あらかじめ心の中で準備をしていて、それをばあっと自分で描くというか、もう本当に目にもとまらぬ早業で描いているような絵が多いんです。スケッチブック一冊を演能一番で全部使 切るくらい から それはささっと動いているだけのようなものを連続 真みた 十枚 いベ
l
ジをめくり




れてもらったことがあります。最初見にいきましたのは昭和二十年の一月二十八日の金剛流の《羽衣》でございました。確かこのリストの中にはいっていると思います。なぜ覚えているかというと、私 誕生日だから覚えているんです(笑)。それから、昭和二十年 空襲がそろそろ日常化したころで、今日は空襲が いといいがなあ 思いながら行ったので覚えているんです。そ 時に脇正面のかぶりつき、一番最前列のところで、描くんです。いつもそこだって言うんです 当時の京都の金剛能楽堂の正面には一人の常連がいるんで 。これは村田五兵衛さんといいまして 京都でかなり有名な商売をなさっ いる方で この方は写生ではありませ
きぎはし





だ能が行われていたということですね。金剛流だけは能楽堂が残っておりましたので、終戦に近いところまで能を続けております。ここにまいっておりますスケッチの中 もありますが、昭和二十年の三月、四月、五月、六月、七月、もう終戦直前まで毎月何回かの能が金問能楽堂で演じられております。これは日本の能楽史上特筆すべきことだと思います。私はそれを見る機会があったので非常に印象に残っているんですけれども、武智鉄二という方がおられました。これは鉄工所を経営していた家の方だと聞いておりますけれども、演劇評論家としてむしろ有名になられ 大変能のお好きな方です。その方が私財をなげうっ 、能の火を消してはならないというので、ほとんどあらゆる定期 ど能楽が出来なくなった戦争の真つ最中に、空襲警報が鳴るような時期に、自分の私財をなげうっ 金剛能楽堂で能の会をつくられました
あんまり特定の会になっちゃいけないというので、毎回名前を変えてい












スケッチブックの表紙 必ず当日の能の番組が添え あるんですね。みんなに配られるいわゆる番組です。プログラムですね、今の言葉で言うとで、その中に、戦争中 ものは謄写版で刷ったガリ版刷 の、きわめ 汚い紙の、ぼろぼろになったような紙のものが中に入っております が昭和三、四年からずっと後まで、ないのもありますけれども残っておりす。誰かに聞きましたらむしろそっち ほうが貴重だ ていうんですね絵よりも(笑)。誰がどういう能をいつやって、どういうふうな曜子方がつ一いたかっていうのはなかなか記録にな そうです。うちの父親のも それがついている。したがってそれを 集めたほうがですね、 研究
にも役立つんじゃないかと思うんですけれども、それくらい揃っておりました。大変な人が戦争中あるいはその後に京都で能を演じたんだなあということが分かります。まあ、そんなところもひとつの見所かなあと思うのであります。私は、あくまでやっぱり父親は自分の ういった能の動きを描写することによって、そういう大きな人の動きあるいは人の流れ、そう ものを自分で絵の上に写すためにはどういうポイントがあるのかとい ことを自分で学びたかったんじゃないかというふうに思います。そんな感じをもちながら ずっと、そうですね大学 入るくらいまでですから昭和二十四、五年くらいまで ずっとその金剛能楽堂の脇正面に行ってっきあっておりました。
私は謡曲をやりませんし、能の知識はございませんが、今でも能を見る
と非常に懐かし 。ほとんどの能を見ること きましたので、本当 当時のことを考えると感無量なも がございま さっき原因先生が父親が能の油絵をかいたのは少ないとおっしゃいましたけれども、私は自分の勉強、資料、研究のためにスケッチをした う感じが強いので、必ずしも能の絵をかこうとは思ったのではなか た じゃな か 思います。それから、さっきも言われまし けれども、鷲 絵 中で、狂言師の足のしかりした動きのと ろを描写している能画が出 いるとおっ ゃいましたけれども、たとえばああいうふうなも にヒントを得て、動物園 行ってですね、烏の生態を見ながら狂言師 足とくっつけてですね、描い んじゃないかなあというようにも思い す(笑)。要するに、何でも実証的なデ
l
タの分析の上に立った上でものをやるということについてはどちらか
というと学者の手法に近かったんじゃないかなと、こんなふう 思 ながら能の絵を今改めて見ているよ な次第でございます。
大阪大学への寄贈のこと
この絵が私の家に大量にあることに気がつきましたのは、父親が死んだ
あとであります。父親が死んだときに私はもう就職しておりましたので、京都の実家にはおりませんでした。私は兄弟がありませんので母親だけが残ったわけ が、母親と母親の妹の叔母が京都の家に住んでおりました。それで、とてもじゃない そういうものの整理ができないものですから、当時京都大学をご卒業になってまもないころだったと思いますけれども、原田平作先生がたまたま美術館にお勤めになっておられるというので、原因先生が私どもの へお通いいただくよ ことで、私の母親や叔母と一緒にその遺作をいろいろ整理をして、分類整理をしていただいたということを聞いております。
原因先生にはお世話になって、あれを保存できたのは原因先生のおかげ











たいなものを持つできたら大変ですから、何とかもういっぺん梱包をはずして、どんなものがあるのか整理する必要があるとい ことになりました。おととしだったと思いますけども、天野先生をご紹介いただ て、天野先生と権藤君と、それから大学院 学生さん二人くらい来て ただきました。そして私どものうちで整理 半日かかってやっていただいて、リストを作って、そして天野先生のご子息の運転する車で ね、この大阪大学へ搬送していただいたわけであります。こちらへ持ってきて またいろいろ分類整理を いただいて、収蔵庫におさめて ただいたというのが経緯でございます。 またまその時に、大学院 学生さんで、あの中にも出てくる狂言の先代茂山忠三郎先生のお孫さんがいらっしゃると うことを聞きましてですね、いろいろご縁があるも だなあと思 感心したわけでございます。そんなこともありま ここに収蔵 て ただく になった次第でございます。
したがって、もちろんこれは研究資料として寄贈申し上げたわけでござ





のだろうかということを一言ご紹介しておきたいと思います。私は二つのものの中を揺れ動 た人だと思います。それには三つの面があると思います。一つは、学者になろうか画家、芸術家になろうかということを非常に悩んでそ 二つの聞を揺れ動く心境の中にいたということがまずあると思います。二番目に 今度は西洋の画風、それから東洋の画風、そ ふたつがなぜ違った方向に発展してきでいるんだろうか、今どうしてそううな流れがあるんだろうかと。どうもその東洋 絵と日本の絵というもを自分の頭の中に描きながら その東洋風 西洋風の画風 聞を揺れ動きながら、何かその接点 ようなものを自分でっかみた な ふうに思った画家ではな かという が二点目であります。三点目 、これは先程もお話 ございましたが、明かるいものと暗いもの 明と暗ですね、そういういろいろ もののコントラスト 上に絵というのは成り立っているんだと言うんです。したがってそ 明 暗のコントラスト なかに、どこに一致点、調和点を見つけてそこに自分 精神が集中できるか、それを自分が見つけ出す それ 自分の画風を作るん いうこ を私に言っていた記憶がございます。 だ、彼 それを追い求めて、一所懸命れを努力して、ある程度のところまで行ったんでありましょ けれど、結局自分で完成できなかったと私は います。しか 、 両者 揺れ動くものの中から、自分のスタンスを っきり持とうと う努力をする中から彼の芸術作品に対するひとつのエネルギーのようなものが出 きていたんではないか、今思うとそんな感じ たし
若干敷街して申し上げますと、学者になろうか絵描きになろうかほんと
に迷ったそうであります。先程もお話がありましたけれども、油絵の絵描きというのはですね、西洋かぶれの非常にキザなものだっていうふうに明治時代の日本の古い商家では思われていたそうであります。父親の家は古い近江商人の、まあ没落せる近江商人ですけれども、没落せる近江商人の末現聞でござい すから、古いしきたりの中にある古い家の出身であります。したがいまして、そういう西洋画の絵描きになるということに対してはなんとなく家庭での抵抗とかあったんだろうと思います。したがって、普通 大学にいく能力 持っておりましたから、第三高等学校から、京都大学へ入りましてですね 哲学科を選んでいると うことは、学者になろうとしたからだと思います。 こで美学美術史の専攻に入って それも大学院まで進 でおりますから、やっぱ これも学者になろうとしたのだと思 ので ある 期はほとんど、彼の気持ちは学者に向いていた時期 あると思います。
今思いますと、彼はそういうことは一言も言いませんでしたが、いろい




ですけれども(笑)、 にかく自分では絵に自信があって、余技であったものがいつのまにか次第に本業に移っていく その迷う過程が大学から大学院にいたって、あったんだろうと思うのです。それでスペインに行きました。これも彼は学問の実践のため 行ったと言っており すけれども、もうその時 自分は絵描き なろうというこ を決めて 行 たんだろうと思います 現 スペインに行 て何をしたかというと、大学へ勉強に行ったのではなくて、毎日マドリ
l
ドのプラド美術館に行って、はしごを借り
て、ゴヤとか、グレコとかベラスケスとかそ い 人々の画の模写ばかりしていたのですから。したが そういうふ な意味あ ではもう完全に絵の勉強に彼は行っ んだろうと思い す。ただ どこ にまだ学者からふっ切れな も があったんだろうとは思いますけれども。帰ってきて文展に出して、落選したわけですね。それで自信がなくなってまた迷 たんだと思います。
そのころの彼の画風というのは真っ赤な絵をかいたりですね、異様な振












の東洋の絵も勉強したい いうこと 彼は日本画を勉強い し た。小林和作先生
l
自分よりちょっと先輩なんですがーについて日本画を
教えていただいたり、京都の神坂松涛先生に日本画を教えて ただいたりしておりました。これ 学校教育ではあり せんが、そういうふ に個人的に習っておりました。先程 原田先生が墨絵を くさん描 ていたとおっしゃられましたけれども、それもその実践だっ と思います。もっも、絵の具がもう不足 ていたのと、絵の具を買うお金がなかっ のも原因だったんじ ないかと思います。墨絵は安くかけますから(笑)。それもあったようですが、少なく もそう う日本画 素養 のは相当自分で身につけていたようであります 、中国 南画を勉強してお して
南画のコレクション等を相当持っておりました。そういうふうな東洋の絵を自分で勉強する。それから、西洋に行く前に一番最初に行ったところは実はインドなんです。シルクロードなんです。それは西洋美術が日本に来るその過程に関心があったのだろうと思いま インドに相当長く滞在しておりますから。したがって、そ いう日本画の素養があった。で、東洋、西洋画 学 来た。それを自分の頭のなかで何か接点を見つけようとしたんだと思いま
日本の油絵というのはともすれば西洋の油絵の模倣になっていると、自
分はそれだけはやりたくないと、何か自分の油絵を作りたいんだということを言っておりました。それが西洋と東洋の接点を求めて彼が悩んだ、ひとつの作家としての悩みだと思います。この悩みは彼は最後まで解決し得なかったと思いますけれども、あちらに振れこちらに振れしなが 何か独自の画境 ようなもの 作り出そ と ろで倒れ のです。
もうひとつ、明と暗であります。絵というのはあくまでそういういろい
ろなもののコントラストの上にあるんだと た って明るいものをぱあっと際立たせる、先程の『鵜』 絵の背景のように、あの絵のように際立たせる、あるいは犬の目 赤 目のように、そして前景なり背景 り黒いものを今度は描写してその明暗のコントラストの中 絵を組み立てるというのが、『鵜』でも『犬』でもいろんな絵の中に てくる共通の手法 ございます。これもやはりそ 明と暗と うふたつ ものの対立の中から自分で接点を見つける、接点を見つける中でいろ 画境が出来る、そういうものが彼の自分の道では かったかなと思っております。そ いず も画家としても学者としても、まあお らく彼は中途半端だと思っていたでありましょう。それから東洋と西洋についても 東洋 西洋の 風 一致なんてそう簡単にできるわけありません ら、それに近づいたかもし な
いけれども、完成は出来なかった。明と暗のコントラストも、彼にとっては永遠の課題だったと思います。したがって、彼はそういうふうな気持ちで病に倒れたわけであります。
最後まで言っておりましたのは、自分はスペインにもう一度行きたいと。




四十年経過しておりますが、父親が死にましてから、むしろ逆に評価をしていただいているというふう も私 思います。 っと生きて るうち評価していただければ、私どもはもっといい暮ら ができたのでありますけれども(笑てちょっと遅かったわけで残念でございますけれども、亡くなって四十年、大勢の皆様にこうやっ お集まりを ただいて、父親の絵を偲んでいただく、あるいは父親の画業を偲んでいただけ ことが ることは本当に光栄でございます。どうかひとつ、先ほど申し上げま たよ
うに、これからもそのようなことについてさらにご関心をもっていただいて、ご支援をいただけますように。
それからもうひとつお願いしたいのは、これから画家を志す後進の方が
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須回それはやってませんね。素謡だけです。さっきの写真も素謡 とき
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知らん顔ですよ。も 画面に集中しておる けですな。それで帰ってからぜんぜん違う話してますよ うなぎ飯が ま とかね、そんな話ですわ、帰ったら 普通の話です 。
権藤能の話は。須田能の話もしない。権藤それはさっきあ たがおっしゃったように研究とかそういうような。須田僕は、勉強のためにか て たんだと思います だ ら能の絵を














害してましたのでね、自分の体の不調を訴えるところが非常にたくさんあります。あれ見てると、年取るとどういうふうに健康状態を自分で感じるのかよく分かりますね。だが必ずしも戦争反対ではなかったね。国策に協力せなあ んと言っとったから。戦争中にね、従軍画家ていうのがありますな。藤田嗣治先生なんかみなそれで戦争画を描いてるわけでしょ。それに行かんか ていう話が二回くらい来たことがありますが、断ってます。それは戦争反対でなしに、従軍画家と言うても前線に出 わけゃないでしょ 。われわれは後方にいて話を聞くくらいがせいぜいで、あるいは戦場の景色くらい写生して帰ってあとは写真をもとに 描く。藤田さ が飛行機に乗っとるわけゃないから、ハワイ・マレ
l
沖海戦といったって、写
真を見て描い るわけですよね。それでは自分は絵は描けん自分は写真では絵は描けんのじゃと。したがって、私 う う絵を描くことは能力的 は出来ないから、行ってもお役に立 と。それ以外の ならお役 立つけれど、これはだめですと言って。その代わり、戦争で戦死した人の遺族、遺族の生活状態を絵 し展覧会をしようという、軍事保護院というのがありましてね、そういう催しには積極的に参加し 、石川県だか山の奥まで、 う う戦死者の遺族 ところの絵を描きにいったりし おりました 自分で写真を見て描くしかないような絵は自分は絶対描けないと うふうに言ってましたね。ただ、戦争に関連して描いた絵がひ つあります。「学徒出陣壮行の図」ってい 、京都大学の学生が学徒出陣で行く壮行式の分列行進の絵がありますね。これが唯一の戦争画ですよ。あともうひとつはね、町内会長をやっていたものでね、
中に戦意高揚の漫画を描けって言われたんですよ(笑)。それを、防火用の倉庫に貼り付ける。それを水彩画でかきましてね。ルーズベルトとチャーチルが苦い顔 しているような漫画を描きましたよ。これは二度と描きたくない絵だって言 描いてましたけど。それもどっかへ消えちゃったですなあ。誰か持 ったっちゃったんですなあ(笑)。そのふたつが唯一 例外ですね。そういう理由 描かなかった。し し戦争反対とか賛成とかという次元ではなかったと思いま 。
権藤あくまでも、絵描きとしての良心。須田そういう写真で写すようなのは自分は出来ないということは言って
ましたね。
権藤もっとおうかがいしたいことはいっぱいあるわけ んですが、だい
ぶ時間がおしておりますのでこのへんで。
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